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【2019年3月9日～2019年3月15日までの推移】
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トルコの金融市場動向 Weekly Report

先週のトルコ・リラ相場は対米ドル、対円ともに概ね

横ばいで推移しました。また、トルコの2年国債金利も

概ね横ばいでした。

先週発表された、2018年10-12月期のGDP（国内総

生産）が、前期比ベースで2四半期連続でのマイナス

となり、トルコ経済はリセッション（景気後退）に陥りまし

た。リセッションに陥った要因としては、対米関係の悪

化からトルコ・リラが急落したことを受けて、トルコ中央

銀行が金利を大幅に引き上げたことにより、国内需要

と工業生産が影響を受けたことなどが挙げられます。

また、12月の失業率や1月の鉱工業生産も悪化してお

り、足元のトルコ経済の低迷を表しています。

一方、市場ではトルコ経済のリセッション入りは事前

に予想されていたため、金融市場への影響は限定的

なものになりました。

【トルコ・リラ 為替推移】

（トルコ・リラ/米ドル）

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

今週は米国にてFOMC（米国連邦公開市場委員会）

が開催されることから、その内容に注目が集まりそうで

す。FOMCにて、よりハト派な姿勢が示されれば、トル

コ・リラの追い風になると考えます。

一方、3月末には統一地方選挙を控えていることから、

政治的なヘッドラインにも引き続き注意が必要と考え

ます。足元発表された、中央政府財政収支は選挙対

策の財政緩和の影響を受けて悪化しています。仮に

与党の選挙結果が振るわなければ、追加経済対策な

どでさらなる財政の悪化につながる可能性があること

から、注意が必要と考えます。

【1】先週の回顧

【2】今週の見通し

【トルコ 金利推移】

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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（円/トルコ・リラ）


